


















































とんど 知 られていない。それゆえに 大 迫 は IB
の関係者だけにしか知られていない有名人」と
いうことになります。ということで今日のお話











例えば、日本から 5  人、North Korea、South　
Korea から 5  人 ずつ、China から 5  人、それ
ぞれの国で一番サッカーの上手い 5  人に出て























































































































































































れていたので A レベルを 受 けていないので 見
せられるものがありません」と答えざるを得ま












いう高校 2 年生 3 年生の 2 年間のプログラムで
す。この 2 年間は今申し上げた、イギリスの






















































































































ョンという 風 に 考 えていただければと 思 いま





















まま 持ってきていますが、IB というのが 一 つ
の方策として活用する価値があるという評価を
与 えたわけですね。そして、「日 本 語 DP はグ

















　 2 番のところは、IB の導入・推進は英語力







うところがあります。IB についても 同 じで、













































































英語で言うと to know という状態から to un-





















































それぞれをきちんと 取 り 除 いてあげて、A さ
んには A さん用に、B くんには B くん用にア
プローチをしてあげてやっと 先 へ 行 けるとい
う、それがこの 5 番の意味になります。



































































　お手元に、「IB Learner Profile」（ IB の学習
者像）《Life- long Learner を目指して》」と書
いてあると 思 います。この「Life-long Learn-
er」も IB のキーワード。
　今日キーワードというのをいくつかお示しし




















　加 えて、今 Life-long Learner をお 見 せする





























































　その後に、この IB Learner Profile を示した
ときが 2  点目です。「これが IB が目指すもの



























































　IB Learner Profile の「Learner」 という 単
語だけに、最後、注目してお話したいと思いま


















ど MYP、PYP のプログラム 図、 それから
IBDP ももちろんそうなのですが。必ずこの円
の一番外側に「国際的な視野」、英語で言うと
International-mindedness と 言 う の で す け れ
ど、それが掲げられています。このプログラム
に掲げられたモットーというようなことになり
ますでしょうか。
　IB ペーパーによると、それはこういうよう
な形で構成されます。「人類に共通する人間ら
しさと、地球を共に守る責任の認識というもの
を持ったときに、国際的な視野を持つというこ
とが実現される」「世界に対する開かれた態度
と人間が相互に関わり合っているという認識に
基づく考え方、あり方、行動というものが合わ
さった時に、国際的視野を持つということが実
現できる」「自分自身のものの見方・文化・ア
イデンティティの振り返りと、他者に対する同
様の振り返り」。少し長かったので、ここはこ
ういう表現をしましたが細かく言うと、「他者
のものの見方・文化・アイデンティティに対す
る同様の振り返り」ということになります。こ
れを 2 つ合わせ持ったときに国際的な視野とい
うものを獲得できるだろうというのが IB の考
え方です。
　先ほどの「国際といえば英語」ということに
ついて、民族的アイデンティティとして英語に
対してどうしても抜けられないところがありま
すが、それでもまだ完璧ではないとしても「英
語ができるからといって国際人ではない」とい
う考え方はほぼ共有されているかなと思いま
す。英語が滅茶苦茶下手であっても、先ほどの
Principles、信念のある人という Fairness 公正
さがあれば、世界の人たちと一緒に動ける。こ
の人は人間として信用できるかどうかというも
32
のがきちんとあれば、言語が多少たどたどしく
ても絶対に繋がることができる。逆に言語が流
暢でも、「この人は人間的に信用できないな」
となれば共に生きることができないと思うので
すよね。そういう意味で言語・英語というもの
と、いわゆる国際性というものはそのままイコ
ールではないというのはほぼ共有、認識されて
いると思うのです。
　もう一つあるのが、「国際」というと、「自分
のことあるいは自国のこと日本のことを蔑ろに
しているのではないか」というような、「外 に
ばかり目が向いている」といったような指摘。
僕もある会場で質問を受けたことがあります。
「お前は日本のことをどう考えているんだ」と
いうふうに言われて。そういう質問をされる方
ですから、だいたい雰囲気は分かると思うので
すけれども。それ以降同じような企画の時は必
ず入場者チェックというのが始まったのですけ
れども。僕はそのとき正直に「僕は日本国籍を
持っている日本人です。僕は自分の祖国、母国
である日本をものすごく愛しています」と明確
に話をしました。と同時に、「他の国に対して
も同じような気持ちを持てたらいいなというふ
うに思っている」と答えました。その方からは
「よし」と。僕としては「どうもありがとうご
ざいました」って感じになりましたが。
　それは本当にそうなのですよね。だから「国
際」というと自分の国のことをよく見ないで外
へ行ってしまうというイメージがあったとすれ
ば、子どもたちを絶対そういうふうに持ってい
ってはいけなくて、まず自分のこと、自分たち
の国・文化・歴史や家族や仲間を大事にして、
そこから「国際」という学びがスタートしてい
くというのはすごく大事なことなので、今見て
いただいているページはそれのことを言ってい
ると思います。
　以上、IB の教育プログラムについて細かな
お話をするというのは本当に時間が必要なこと
で、大学ですと15時間という講義全体で 1 つの
プログラムをやる、それでも学生がまだ分から
ないというような性質のものなので本日も細か
くお伝えできないのが僕自身とても申し訳ない
と 思 うのですけれども、「こういうものなのか
な」と多少なりの興味でも持っていただけばお
話をさせていただいた甲斐があったかと思いま
す。
ご清聴ありがとうございました。
司会：大迫先生、ご講演大変にありがとうござ
いました。
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